
社会福祉法人 博寿会 個人情報保護規程

第 1条 (目的)

社会福祉法人 博寿会 (以下、「本会」としヽう。)は、個人の尊厳を最大限に尊重すると
いう基本理念のもと、個人情報の適正な取り才反いに関して、「個人情報の保護に関する法律」

及びその他の関連法令等を遵會する。

第2条 (利用目的の特定)

1 本会がイ固人情報を取り扱うに当たつては、その利用目的をできる限り特定する。

2 本会が取得した個人情報の利用目的を変更する場合には、変更前の利用目的と変更

後の利用目的が本国当の関連性を有する合理的な範囲内になければならない。ただし、

当該個人情報がプライプヾシー情報 (私生洒上の事実に関して一般的に公開を望まな

い内容の情報をいう。以下同じ。)を含む場合、利用目的を変更するには原則として

本人の同意を跡要とするものとする。

3 前頂に従つて個人情報の利用目的を変更した場合には、変更した利用目的について、

本人に通知叉は公表しなければならない。

第3条 (利用目的タトの利用の制限)

1 本会は、あらかじめ本人の同意を得ることなく、前条に定める利用目的を超えて

個人情報を取り才反つてはならないものとする。

2 前条又は前項の規定にかかわらす、次の各号のいずれかに該当する場合には、

あらかじめ本人の同意を得ることなく、前条によつて特定された利用目的の範囲を

超える財要かつ合理的な範囲において、個人情報を取り扱うことができるものと

する。

(1)法令に基づくとき

(2)人の生命、身体叉は財産の保護のために隊要がある場合であつて、本人の

同意を得ることが困難であるとき

(3)ノ△ヽ衆衛生の向上叉は児童の健全な育成の推進のために特に財要がある場

合であつて、本人の同意を得ることが困難であるとき

(4)国の機関若しくlよ地方
ノ△ヽ其団体又はその委託を受けた者が法令の定める

事務を遂行することに対して協力する町要がある場合であつて、本人の同

意を得ることにより当該事務の遂行に支障を及ぼすおそれがあるとき

第4条 (取得に関する規律)

1 本会がイ国人情報を取得するときにlよ、その利用目的を具体的 |こ特定して明示し、適

法かつ適正な方法で行うものとする。ただし、人の生命、身体叉は財産の保護のた



めに緊急に嚇要がある場合には、利用目的を具体的に特定して明示することなく、

個人1盾報を取得できるものとする。

2 本会がイ固人情報を取得したときには、あらかじめその利用目的を′ム`表している場合

を除き、速やかにその利用目的を本人に通知叉は公表するものとする。ただし、

次の各号のいずれかに該当する場合には、本人に通知または
′△`表しなくてもよいも

のとする。

(1)利用目的を本人に通知叉|よ
′ム`表することによって、本人叉は第二者の生命、

身体、財産その他の権利利益を害するおそれがあるとき

(2)利用目的を本人に通知又|よ公表することによって、本会の権利叉は正当な

利益を害するおそれがあるとき

(3)国の機関叉は地方
′ム`共団l本が法宅の定める事務を遂行することに対して

協力する町要がある場合であつて、利用目的を本人に通知叉は公表するこ

とによって、当該事務の遂行に支障を及ぼすおそれがあるとき

(4)取得の状況ダ〕`らみて利用目的が明らかであると認められるとき

第 5条 (個人データの適正管理)

1 本会lよ、利用目的の達成にИ要な範囲内において、常に個人データを正確かつ

最新の内容に保つよう努めるものとする。

2 本会は、取り才反う個人データの漏洩、減失又はき損の[方止その他の個人データ

の安全管理のために嚇要かつ適切な措置を講するものとする。

3 本会は、個人データを取りす反わせる本会の職員に対し、個人データの安全管理の

ために跡要かつ適切な監督を行うものとする。

4 本会は、個人データの取り扱いの全部又は一部を第三者に委託する場合には、当該

第三者に対し、個人データの安全管理のために跡要かつ適切な監督を行うものと

する。

5 本会は、利用目的に関して保有する財要のなくなつた個人データにつき、6月 を超

えて保有することのないよう、確実かつ速やかに消去することとする。

第6条 (個人データの第三者提供の制限)

1 本会は、次の各号のいすれかに該当する防合を除き、あらかじめ本人の同意を得る
ことなく、個人データを第三者に提供しなしヽものとする。

(1)法令に基づくとさ

(2)人の生命、身体叉lよ財産の保護のために跡要がある場合であつて、本人の

同意を得ることが困難であるとき

(3)′ム`衆衛生の向上又は児童の健全な育成の推進のために特に跡要がある場

合であつて、本人の同意を得ることが困難であるとき



(4)国の機関若しくlよ地方公共団体又はその委託を受けた者が法令の定める

事務を遂行することに対して協力する財要がある場合であつて、本人の同

意を得ることにより当該事務の遂行に支障を及ぼすおそれがあるとき

2 次に掲げる場合において、当該個人データの提供を受ける者は、前項の第三者に

該当しないものとする。

(1)本会が利用目的の達成に跡要な範囲内において個人データの取り,反いの

全部又は一部を委託する場合。

(2)合併その他の事由による事業の承継に伴つて個人データが提供される

場合。

(3)個人データを特定の者とのF日日で共同して利用する場合であつて、その旨並

びに共同して利用される個人データの項目、共同して利用する者の範囲、

利用する者の利用目的及び当該個人データの管理について責任を有する

者の氏名叉は名称について、あらかじめ、本人に通知し、又は本人が容易

に知り得る状態に置しヽている場合。なお、利用目的又は個人データの管理

について責任を有する者の氏名若しくは名称を変更する場合には、変更す

る内容について、あらかじめ、本人に通知し、叉は本人が容易に知り得る

状態に置くものとする。

第7条 (保有個人データに関する事項の公表)

本会 |よ、保有個人データに関し、次に掲げる事項について、本人の知り得る状態 (本

人の求めに応じて遅滞なく回答する場合を含む。)に置くものとする。

(1)本会の名称

(2)すべての保有個人データの利用目的 (第 4条第2頂第 1号ないし第 3号に

該当する場合を除く。)

(3)次条第 1項及び第 9条第 1頂の規定による求めに応じる手続

(4)本会が行う保有個人データの取り:反いに関する苦情の申出先

第8条 (保有個人データの開示)

1 本会は、本人から、当該本人が識別される保有個人データの開示 (当該本人が識別

される保有個人データが存在しなしヽときにその旨を矢日らせることを含む。以下同

じ。)を求められたときは、身分証明書等によって本人であることを確認した上で、

本人に対して保有個人データを開示するものとする。ただし、開示することによっ

て次の各号のいすれかに該当する場合には、その全部又は一部を開示しないものと

する。

(1)本人叉lよ第三者の生命、身体、財産その他の権利利益を害するおそれがあ

る場合



(2)本会の業務の適正な実施に著しい支障を及ぼすおそれがある場合

(3)他の法令に違反することとなる場合

2 前頂に定める開示の方法は、書面の交付による方法とする。ただし、あらかじめ、

本人との間で□頭での回笞による開示を合意によつて定めている場合には、その

方法によるものとする。

第9条 (保有個人データの訂正、追加、削除、利用停止等)

1 本会lよ、本人から、書面又は□頭によつて、開示に係る個人データの訂正、追加、
削除叉は利用停止を求められたときは、利用目的の達成に跡要な範囲内において、速

やかに嚇要な調査を行い、理由があることが半」明した場合には、その結果に基づしヽて

当該保有個人データの訂正、追加、削除又は利用停止等の措置を採るものとする。

2 本会は、前頂に基づいた措置を採つたとき、又は措置を採らない旨の決定をしたと
きは、本人に対して遅滞なくその旨 (訂正又は追カロした場合には、その内容を含む。)

に理由を付して通知するものとする。

第 10条 (個人情報保護管理者及び苦情対応)

1 本会は、個人情報の適正な管理を図るため、個人情報保護管理者を定め、本会に

おける個人情報の管理に隊要な措置を行うものとする。

2 前頂に定める個人情報保護管理者は、施設長とする。

3 本会は、個人情報の取り子及いに関する苦1情に適切かつ迅速に解決するため、苦情解

決責任者を定め、本会における個人情報に関する苦情に対応するものとする。

4 前項に定める苦1情解決責任者は、各部門の相談員とする。

第 11条 (職員等の貢務)

1 本会の職員等 (ボランティア等の従事者を含む。以下同じ。)又 lよ職員等であつた者

は、業務上知り得た個人情報の内容を第二者に漏洩し、又は不当な目的のために

利用してはならない。

2 本規程は、個人情報保護を目的とした規程であつて、本会の職員等 (ボランテイア

等の従事者を含む。以下同じ。)叉は瑚員等であつた者は、プライアヾシー情報の保護

に関しても別途厳格に法令を遵會するよう努めるものとする。

付則

この規程は平成 17年 5月 24日から施行する。



個人情報保護に関する基本方針

(プライバシーポリシー)

社会福社法人 博寿会 (以下「法人」)は、下記の基本方針に基づき、法人と係

わるすべての方の個人情報の管理を行い、その保護に努めることを宣宮します。

1私たちは、個人の人格尊重の理念のもとに、関係法今を遵守し、実施 するすべ
ての事業において、個人情報を慎重に取り扱います。

2私たちは、個人情報を適法かつ迪正な方法で収集します。

3私たちは、収集する個人情報の利用目的を明確にするとともに、その 利用目
的の範囲でのみ個人情報を利用します。

4私たちは、保有する個人情報をあらかじめ明示した範囲及び法今等の 規定に
基づく場合を除いて、ご本人の同意を得ることなく外部に提供 しません。

5私たちは、個人情報を正確な状態に保つとともに、漏えい、減失、き損などを防
止するため、迪切な措置を講じます。

6私たちは、本人が自己の個人情報について、開示・言丁正・追加・削除・ 利用停
止を求める権利を有していることを確記し、これらの申し出があった場合には

速やかに対Aします。

7私たちは、個人情報の取り扱いに関する苦情があったときは、適切かつ速やか
に対Aします。

8私たちは、個人情報を保護するために適切な管理規定を作成するとともに、役
職員に個人情報保護に関して教育を行い、個人情報のイ経 に努めます。

社会福社法人 博寿会

理事長 吉 田 みどり


